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           『みんなのスポーツ』 ６月号（№524）から学ぶ（熱中症） 

                林 但 

 

 平素より協議会の活動にご理解をいただきありがとうございます。       

表記、公益社団法人 全国スポーツ推進委員連合機関誌の６月号は「スポーツと

気候変動」の特集号です。 

 私の視点で気づいたこと・感じた事、参考になる点を以下に記載します。 

 

すでに一度 6月号の学ぶは発行していますが P44に関連して、「そのまま使える、

熱中症対策実践マニュアル」については特別に記載致します。 

 

 今回の特集号の記事で色々見てきました、気候変動の影響により、日本の夏は

かつて経験したことがない酷暑へ変貌しています。「昔はこのくらい平気だった」「せっかく集まった

のだから」といった経験則や精神論では、通用いたしません。 

 横須賀市においても、スポーツ推進委員協議会がかかわる、屋外での行事については、市やソ

フトボール協会、参加チームなどと協議の上「秋山翔吾カップ（児童ソフトボール大会）」は昨年度

から 7月下旬から 4月下旬に時期を変更、「成人ソフトボール大会」は 8月下旬または 9月第一週

を 9月の下旬に時期の変更をいたしました。私の学区においても夏祭りが、7月下旬が 6月初旬に

前倒し、敬老会行事は 9月中旬が 10月下旬に後倒しです。 

 

 P44 の冒頭で、熱中症の４つの病型として、熱失神、熱けいれん、熱疲労、熱射病（緊急事態）が

挙げられています。スポーツ現場における 3つの重要配慮事項として、①競技の特性の考慮（競技

ごと激しい運動量や防具を使う競技は特に注意が必要） ②個人の条件（肥満・低学年・高齢者）

により、一斉の休憩や、給水タイムなども受けることが必要。 ③継続的なコンディションのチェック。

運営側はもとより、みんなで顔色や動作の確認をし、体重や心拍数のチェックをする必要があると

述べられています。 

  

予防の観点で、熱中症予防５ヶ条と暑熱順化の進め方が詳しく述べられています。 

  判断基準で、WBGT（暑さ指数）による活動指針を活用して、客観的判断を行う。 

  応急処置では、救命をわける「現場での積極的冷却」についても詳しく記載があります。 

 

事務局と相談の上、理事のみなさんには、P44～47 までをメール上でお送りいたします。今回の特

集では、スポーツ庁や環境省などが推奨する公的ガイドラインをもとに、私たちが協議会や学区で

の行事の時に直ぐに役立つようにまとめられています。ぜひ活用いたしましょう。 

 

以上 

 






